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ユニー株式会社
環境社会貢献部

百瀬 則子

未来の子供達に美しい自然を残したい
～持続可能な社会をめざして～
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■ ２００8年度廃棄物排出量と構成比率



■２００７年度廃棄物の構成
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■ユニーの食品リサイクルの方針
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■ ２００７年 リサイクル実績
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■食品リサイクルのあゆみ
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■食品リサイクルループ

■地元のみなさんと一緒に環作りに取り組んでいます
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2007

■ 消費者交流会の様子

お米についての勉強会

田植え体験

稲刈り体験 イチゴ収穫体験

芋ほり体験
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■子供環境学習・収穫体験・食育



■食品リサイクル法「再生利用事業計画」全国初の認定

2007

店舗の様子

再生利用事業計画認定制度 第１号
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真空乾燥

店舗 生産

商品
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■食品リサイクルループ

■地元のみなさんと一緒に環作りに取り組んでいます



真空乾燥

店舗 生産

商品
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食品リサイクルループ
■店舗に処理機を設置して環作りに取り組んでいます



生ゴミ
食品リサイクルループ

■登録再生利用事業者とともに循環型栽培作物の販売拡大にも取り組んでいます
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■食品リサイクル「飼料化」にも取り組んでいます
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食品リサイクルループ



■リサイクルループを構成するパートナーシップ リサイクルループを回し続けていくために

●食品再生資源（食品残渣）を排出する店舗

・調理クズ、魚アラ、売れ残り、残飯などから異物を排除し、分別、計量する。
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分別マニュアルの作成。従業員、テナントへの教育の徹底。

･食品再生資源の品質を確保するために、適正に保管する。

廃棄物庫の整備（清掃、冷蔵施設）。保管容器の整備（分別容器、洗浄）

●再生利用事業者

・品質の高い再生製品（堆肥、飼料）を製造する。

原料である食品再生資源、製造方法、施設、保管の基準作成と監視

･農業生産者のニーズに合った再生製品を製造する。

再生製品の販売先を確保し、農業生産者とのパートナーシップを図る。

●リサイクル農産物を消費者に提供する生産者

･トレーサビリティの確立（生産者の顔の見える農産物）

農業生産者の生産技術と適正な再生製品（堆肥、飼料）によって、安全安心な農作物を提供してもらう。

「安全安心で新鮮、そして美味しい」作った人の顔の見える農作物を
お客様にお届けすることが、ユニーの役目です。

これからの課題



■リサイクルループを構築するために パートナーシップを構築するために

●食品関連事業者はパートナーをいかに見つけるのか。（企業の環境担当者）

・リサイクルループで生産した農作物を販売することを目的として、パートナーを探す。
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再生利用事業者の製造する堆肥や飼料が、農業生産者の利用に適した品質かどうか確認する。

･再生製品（堆肥や飼料）を利用する農業者を探す。

地産地消を前提に、生産技術が高く、よく主旨を理解している農業者とパートナーシップを組む。

･生産された農作物を販売するために、社内で検討する。

販売計画を立てる前に、農作物の栽培履歴や品質が販売基準に達しているかどうかを確認する。

･農業生産者と食品関連事業者がパートナーシップを図る。

販売計画に基づいて生産計画を検討して、購入契約を結ぶ。

・食品関連事業者はリサイクル作物を消費者にその特徴を充分にアピールする。

売り場にリサイクルループの主旨説明や、生産者の紹介などを掲示し、「安全安心な農作物」で
あることを明示する。

パートナーシップで最も重要な要素は、お互いの食品リサイクルに
対するポリシーが合っていることです。

●食品関連事業者は、リサイクル農作物を販売する。（企業の仕入れ担当者）

店舗の所在地で「地域循環型食品リサイクルループ」を構築し、地域の再生利用事業者や
農業生産者とパートナーシップを図っていくことがユニーの方針です。

これからの課題
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■みんなでまわし続ける食品リサイクルループの環
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富山県 7
2008年完了 神奈川県 1

岐阜県 30
2010年

静岡県 20
2010年

愛知県 92
2010年

三重県 11
2010年

愛知県 92
2010年

現在実施して
いる店舗

県内１００％実施
予定年度

長野県 3

石川県 7

福井県 3

山梨県 3
2008年完了

福島県 1




